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・人口 ：２２．１万人
・世帯数 ：９．６万世帯
・面積 ：２２８．０６ｋ㎡
・人口密度 ：９６８人/ｋ㎡

(県平均：１，９４７人/ｋ㎡)

・可住地面積：２２８．０６ｋ㎡
・高齢化率 ：２９．１％

(県平均： ２６．５％)

●沿線２市（本庄市、深谷市）の
産業別就業人口

◆地域の状況
○本庄市及び深谷市は、群馬県に隣接する埼玉県北部に位置しており、埼玉県内を縦貫し沿線地域交通のみならず首都圏と上
越・信越方面を結ぶ重要な一般国道１７号が通過している。

○国道１７号バイパスである本庄道路（Ⅱ期）は埼玉県内唯一のバイパス未着手区間となっており、並行する国道１７号も２車
線のため交通集中による混雑が発生している状況にある。

○本庄市の国道１７号沿線は市街地が形成されており、工場なども点在しており、産業別就業人口では第２次産業が約３割を占
めている。

[人口・世帯・高齢化率※］
住民基本台帳（令和3年1月1日現在）
※調査時点の人口総数と

65歳以上人口より算出
[人口密度※ ］
住民基本台帳（令和3年1月1日現在）
統計でみる市区町村のすがた2021

※調査時点の人口総数と
可住地面積より算出

[面積・可住地面積]
統計でみる市区町村のすがた2021

出典：[産業別就業者構成］平成27年国勢調査

第１次産業
7,282人

７％

第２次産業
32,622人

３２％第３次産業
62,082人

６１％

●沿線２市（本庄市、深谷市）の人口等

埼 玉 県
さいたま

藤岡市
ふじおか

上里町
かみさと

群 馬 県
ぐんま

玉村町
たまむら

本庄市
ほんじょう

伊勢崎市
いせさき

深谷市
ふかや

至 高崎
たかさき

出典：国土地理院撮影の空中写真

至

熊
谷

く
ま
が
や

本庄道路（Ⅱ期）
延長6.1km

児玉工業団地
こだま

宮郷工業団地
みやごう

名和工業団地
なわ

八斗島工業団地
やったじま

南部工業団地
なんぶ

伊勢崎佐波第一工業団地
いせさきさわだいいち

境上部工業団地
さかいじょうぶ

境北部工業団地
さかいほくぶ

凡 例

高速道路

直轄国道

補助国道

都道府県道
主要地方道

市町村境

市街地

工業団地
工場施設

23

22

392

258

131

143

23

31

352

259

351

18

142

296

ほんじょう

295 14

292

291

24

104

86

74 14

2

293

295

40
23

13

174

355

E17

E18

本庄市

埼玉県

Ｎ深谷市

1



◆路線周辺の交通状況
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対象区間

高速道路

一般国道
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路交通情勢調査）
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車線数
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交通量台/日

箇所名
本庄道路 本庄道路（Ⅱ期）

深谷ＢＰ
（上武ＩＣ～国道17号）

事業中 対象区間 Ｈ2.2暫定開通

都計 Ｈ20 Ｈ20 Ｓ46

計画 ４車線 ４車線 ４車線

現状 ０／４ ０／４ ２／４

延長 7.0ｋｍ 6.1ｋｍ 10.6ｋｍ
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○ 埼玉県知事 本庄道路他整備促進要望（令和4年2月）

○ 期成同盟会・連絡協議会 整備促進要望（令和4年2月）
※連絡協議会会長：本庄商工会議所会頭 副会長：上里町商工会会長

メンバー：深谷商工会議所会頭、埼玉ひびきの農協代表表理事組合長等

（左）西田実仁参議院議員 （中央）斉藤国土交通大臣（右）埼玉県知事

（左上）泉田国土交通大臣政務官、
（右上）狩野本庄商工会議所会頭、塩谷埼玉ひびきの農協代表理事組合長
（左下）吉田本庄市長、山下上里町長 （右下）小泉龍司衆議院議員

• 関係市と連携しながらアクセス道路の整備を進める。

• 沿線自治体と連携し、用地取得や関係機関協議など
最大限の支援を行う。

• 関係機関協議や地元調整等の事業実施環境の整備を
積極的に支援。

• 沿線の商工業団体や農業団体が一体となって機運を
盛り上げ、事業を協力に後押ししていくことが重要。

• 沿線地域の経済界が一致団結して、事業を後押ししたい。

○沿線の商工会、農業協同組合、学校から、
早期開通に期待する声(令和4年1・2月)

• 本庄道路の整備により、物流機能の向上及び、企業誘致
や人口増加に期待 (沿線市内商工会)

• 渋滞が解消されることでスムーズに通行できるようになる
ことを期待 （沿線市内農業協同組合）

• 国道17号交通渋滞により、生活道路を抜け道利用する
車両が減少し、安全性向上に期待 (沿線市内学校)

◆地元の状況

○ 国道17号（本庄道路） 建設促進期成同盟会
※会長：本庄市長 副会長：深谷市長、上里町長、高崎市長

メンバー：本庄市議会議長、深谷市議会議長 高崎市議会議長等

令和3年度総会の様子（R3.7)
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一般国道１７号 本庄道路（Ⅱ期）における計画段階評価
ほんじょう
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１．埼玉県北部地域の課題

３．政策目標

２．原因分析

○交通渋滞の緩和
○交通混雑に起因する事故の減少
○円滑な物流活動の支援

○国道17号は、埼玉県内を縦貫しており、沿線地域のみならず首都圏と上越・信

越方面を結ぶ重要な道路。（図１）

○当該区間は、埼玉県内の国道17号バイパス唯一の未着手区間となっており、

前後区間は４～６車線（事業中＋現道車線数）。（図２）

○本庄道路（Ⅱ期）に並行する現道は、２車線となっており全線で混雑度1.0を超

過。 （図２）

②渋滞に起因する事故の多発

○当該区間が位置する本庄市、深谷市の
人身事故率は埼玉県内ワースト１位、４
位。（図３）

○国道17号現道の交通事故類型では、渋
滞が一因と考えられる追突が約７割と多
い状況。（図４）

①埼玉県内唯一の未着手区間かつ現道２車線区間で
混雑が発生

埼玉県
平均

本庄Ⅱ期
並行区間

1.4倍

（百台/日）

(0.92)
【1.25】【区間最大混雑度】

（区間平均混雑度）（1.13）

③北部地域の主要な物流道路不足

図５ 国道17号沿線の
製造品出荷額

○国道17号の埼玉県北部は製造品出荷

額が多い地域が集中し、沿線の深谷市

や上里町、群馬県間の東西需要が存在。

（図５）

○並行区間は北部地域の主要幹線と

なっているが、埼玉県平均の約3倍の大

型車が集中し、円滑な物流活動を阻害。

（図６）

図７ 並行する国道17号の交通量・混雑度

（百台/日）

3.4倍

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査※埼玉県平均は埼玉県内の国道以下２車線道路の平均

図６ 並行する国道17号の大型車交通量

埼玉県
平均

本庄Ⅱ期
並行区間

①交通集中による容量不足
○本庄道路（Ⅱ期）に並行する国道17号（２

車線）に埼玉県平均の1.4倍の交通が集中

し容量を超過。（図７）
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図３ 埼玉県内の市町村別
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②地域内に用のない交通が約４割
○現道沿線は市街地となってお

り、店舗等への出入りも発生。

○地域内に用のない交通は約

４割となっており、沿線からの

地域交通を含め交通が集中。

（図８）
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図２ 国道17号バイパス・現道の車線数、事業化状況

図１ 本庄道路位置図
出典：本庄道路パンフレット（大宮国道事務所）

首都圏
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図８ 市街地状況、通過交通

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査
※埼玉県平均は埼玉県内の国道以下２車線道路の平均

出典：通過交通（ETC2.0データ R3.10全車種）
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【案①】
バイパスを４車線で整備

【案②】
国道17号現道（2車線）を６車線に拡幅

交通渋滞の緩和
（混雑度の改善） ○ バイパス整備により代替路が形成され、現道の混雑は改善 ○ 車線数増加により交通容量が増加するため、現道の混雑は改善

安全性の向上
（渋滞に起因する追突事故の削減） ○ バイパス整備により現道の混雑が改善され、事故が減少 ○ 車線数増加により現道の混雑が改善され、事故が減少

円滑な物流活動の支援
（現道の大型車交通量の減少） ○ バイパス整備により経路の選択肢が増加し、円滑な物流活動に寄与 △

現道の車線数は増加するが、大型車交通量は減少せず、経路の
選択肢は増加しないため、円滑な物流活動の支援効果は限定的

生活環境、施工時の影響
（補償物件数） ○

補償物件数：17件
都市計画通りの整備
計画ルートは田畑が主であり、現道拡幅（案②）に比べ用地取得が
容易

△
補償物件数：223件
都市計画の変更が必要
現道は建物が立地しており、用地取得など施工に時間を要する

事業費 〇 約300億円 △ 約550億円

○ △

一般国道１７号 本庄道路（Ⅱ期）における計画段階評価
ほんじょう

対応方針（案）：案①による対策が妥当
【計画概要】
・路 線 名
・区 間
・延 長
・車 線 数
・設計速度

：一般国道17号
：埼玉県深谷市岡～埼玉県本庄市沼和田
：約6.1km
：4車線
：80km/h

(参考)当該事業の経緯等
都市計画決定等の状況

H21.2 都市計画決定（本庄市沼和田～高崎市新町
までの区間は、H15年度より事業中）

地域の要望等
R1～R3 本庄市長が財務省、本省へ要望

（R1.9、R2.10、R3.9）
R1～R4 国道17号（本庄道路）建設促進期成同

盟会が財務省、本省及び整備局へ要望
（R1.8、R1.11、R2.10、R3.8、R4.2）

R4.2 埼玉県知事が財務省、本省及び整備局
へ要望

R4.2 国道17号（本庄道路）建設促進連絡協
議会が財務省、本省及び整備局へ要望

４．対策案の検討

凡 例
案①
案②

深谷市岡
ふかやし おか

本庄市沼和田
ほんじょうしぬまわだ

高崎市新町
たかさきししんまち

E17

E18

案① 国道１７号バイパス 案② 国道１７号現道拡幅
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効果２ 交通事故の減少 ［○］

①埼玉県内唯一の未着手区間かつ

現道２車線区間に交通が集中

効果１ 国道１７号の渋滞緩和 ［◎］

一般国道１７号 本庄道路（Ⅱ期）に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・本庄道路（Ⅱ期）の整備により、本庄市街地を通る国道１７号から交通が転換し渋滞緩和
・国道17号の渋滞が要因で発生していた追突事故が減少し、安全性が向上
・本庄道路と一体となり、広域ネットワークが形成され、東西を移動する所要時間の短縮により円滑な物流活動に寄与

３．整備効果

・延 長 等：6.1ｋｍ
（第3種第1級、4車線、設計速度80km/h）

②渋滞に起因する事故が多発

・全体事業費：約300億円

・計画交通量：約18,100～約38,400台/日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約12,100台/日
～約26,200台/日

約2,300台/日
～約4,600台/日

約3,700台/日
～約7,600台/日

③北部地域の主要な物流道路が不足

ほんじょう

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

2.2

(2.5)

8.6％

(9.7％)

538億円※2

(225億円※2)

1,168億円※2

(569億円※2)

出典：埼玉県警HP（R2.12）
※人口1,000人当たりの人身交通事故発生件数（高速道路は除く）

図３ 国道17号バイパス・現道の車線数、事業化状況

・当該区間は、埼玉県内の国道17号バイパス

唯一の未着手区間。（図３）

・並行する現道２車線区間は、埼玉県平均の

約1.4倍の交通が集中し、全線で容量を超

過。通過交通が約４割であり、地域内に用

のない交通の排除が課題。（図３、４）

・本庄市、深谷市の人身事故発生率は、埼玉県内

ワースト１位、４位。（図５）

・国道17号現道の交通事故類型では、渋滞が一因

と考えられる追突が約７割と多い状況。（図６）

・国道17号の埼玉県北部は製造品出荷額が多

い地域が集中し、沿線の深谷市や上里町、群

馬県間の東西搬送需要が存在。（図８、９）

・並行区間は、北部地域の主要幹線となってい

るが、埼玉県平均の約３倍の大型車交通量

が集中し、円滑な物流活動を阻害。(図７)

出典：現況（H27全国道路・街路交通情勢調査）、整備後（将来交通量推計結果より算出）

出典：現況（交通事故統合データベース（H28－R1））、整備後（将来交通量推計結果より算出）

図６ 現道の死傷事故類型
出典：交通事故統合データベース（H28-R1）
※本庄道路（Ⅱ期）に平行する国道17号を集計

図２ 事業位置図
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図１ 広域図

・起 終 点：埼玉県深谷市岡

～埼玉県本庄市沼和田

おか

ほんじょう ぬまわだ

ふかやさいたま

さいたま

図９ 周辺工業団地・工場施設、
所要時間短縮（現況・整備後）

・交通の転換により、国道17号現道の

混雑度が約２割減少し、現道沿線の速達性が確保。

・混雑度（本庄道路（Ⅱ期）並行区間）

現況 1.13 →  整備後 0.94 （約２割減少）

・渋滞緩和により追突事故が減少し、安全性が向上。

・追突事故件数 現況 126件/4年 → 整備後 96件/4年 （約２割減少）

本庄道路（Ⅱ期）は
埼玉県内国道17号バイパス

唯一の未着手区間
（現道は２車線）

混雑度1.0以上区間
※国道17号現道のみを表記

本庄道路（Ⅱ期）
本庄道路
事業中

17

17

図８ 国道17号沿線の製造品出荷額

図４ 並行する国道17号の交通量・混雑度
出典：H27全国道路・街路交通情勢調査
※埼玉県平均は埼玉県内の国道以下２車線道路の平均

17

17

17

上里町

群馬県

本庄市

深谷市 熊谷市

行田市埼玉県

（製造品出荷額）

5,000億円以上
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3,000億円未満

国道17号沿線の
北部地域は製造品出荷額が

多い地域が集中
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図７ 並行する国道17号の大型車交通量・混入率
出典：H27全国道路・街路交通情勢調査
※埼玉県平均は埼玉県内の国道以下２車線道路の平均

埼玉県
平均
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本庄Ⅱ期
並行区間

2.4倍
3.4倍

（百台/日） 【16%】 【19%】 【27%】 【大型車
混入率】

・所要時間（深谷市⇒高崎市） 現況34分 → 整備後９分 (約25分短縮）

効果３ 所要時間の短縮による円滑な物流活動への寄与 ［◎］

出典：現況（H27全国道路・街路交通情勢調査）、整備後（将来交通量推計結果より算出）

出典：ETC2.0（H31、全日、昼間12時間）、整備後（本庄道路・本庄道路（Ⅱ期）区間を設計速度（80km/h）より算出）

・交通分散により国道17号現道の大型車交通量が減少。

・広域ネットワーク整備により、所要時間の短縮が図られ物流活動や沿線企業活動に寄与。

・大型車交通量（本庄道路（Ⅱ期）並行区間） 現況53百台/日 → 整備後24百台/日
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出典：2020年工業統計調査結果

本庄道路・本庄道路（Ⅱ期）
ネットワーク化により

バイパスを形成

群馬県
高崎市

埼玉県

至 熊谷市

群馬県内の
国道17号沿線

工業団地が点在

上里町から深谷市へ搬送、
また深谷市から群馬県高
崎市にも搬送している

【児玉工業団地工業会】

出典：ヒアリング（R4.1）

深谷市

本庄市

上里町

工業団地
工場施設

現況：国道17号ルート【34分】
整備後：本庄道路ルート工場施設【９分】

出典：ETC2.0（H31、全日、昼間12時間）
整備後（本庄道路Ⅰ期・Ⅱ期区間を設計速度（80km/h）より算出）

@NTTインフラネット

ほんじょう

ほんじょう

出典：通過交通（ETC2.0データ R3.10全車種）

注）上段の値は本庄道路・本庄道路（Ⅱ期）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は新規事業化区間（本庄道路（Ⅱ期））を対象にした場合の結果
※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（R3年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）
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一般国道１７号 本庄道路（Ⅱ期）に係る新規事業採択時評価
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交通状況の変化

事業名：本庄道路・本庄道路（Ⅱ期）（事業全体・残事業）

（推計時点    R22年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①新設・改築道路
13.1km

－ 28,700

－ 14

－ 73.61

②主な周

辺道路※4

国道17号
10.2km
②-1

22,400 17,300

27 18

112.12 53.17

勅使河原
本庄線
6.4km
②-2

16,600 12,900

15 12

33.68 17.07

藤岡本庄
線

11.1km
②-3

13,300 11,600

21 19

45.99 35.44

本庄妻沼
線

1.6km
②-4

9,000 6,700

3 3

6.09 3.78

合計：2,413.8km 15,045.80 14,977.52 68.28

③その他道路　合計
2,371.4km

14,847.93 14,794.45

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

10



（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

17

17 462

354

254

17

②主な周辺道路

勅使河原本庄線

②主な周辺道路

藤岡本庄線

②主な周辺道路

本庄妻沼線

②主な周辺道路

国道17号
17

①新設・改築道路

本庄道路（Ⅱ期）

延長6.1km

【新規事業化】

①新設・改築道路

本庄道路（Ⅰ期）

延長7.0km

【事業中】

凡 例

高速道路
国道
主要地方道・県道

本庄市

伊勢崎市

大田市

深谷市

美里町

上里町

藤岡市

玉村町
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車線数 延長

4 13.1km

■事業費内訳（全体事業費）

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考（記載例）

①工事費 38,537

改良費 16,829

土工 ｍ3 1,116,761 9,174

軟弱地盤改良工 ｍ3 199,900 1,741

法面工 ㎡ 148,103 485 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 437

函渠工 ｍ 495 1,492

管渠工 ｍ 1,327 172

排水工 式 1 1,592

中央分離帯工 ｍ 12,580 242

立体横断施設工 基 1 103

雑工 式 1 982

植樹帯工 ｍ 24,441 409

橋梁費 11,532

100m以上 式 730 7,663

100m未満 式 213 3,220

護岸工 式 4,901 425

立体横断施設工 式 1 98

付帯架設 式 1 126

トンネル費 －

ＮＡＴＭ ｍ － －

シールド ｍ － －

ＩＣ・JCT費 －

ＩＣ 箇所 － －

ＪＣＴ 箇所 － －

舗装費 3,601

車道舗装 ㎡ 207,751 3,237

歩道舗装 ㎡ 73,324 364

出入口工 ㎡

側道舗装 ㎡

取付道路 ㎡

付帯施設費 6,240

交通管理施設工 式 1 611 標識工、防護柵工、道路照明等

遮音壁 式 1 1,865

仮設工 式 1 1,079

貯留施設 式 1 417

電線共同溝 km 1 2,268

埋蔵文化財調査費 336

調査費 式 1 336

②用地及補償費 8,451

用地費 ㎡ 260,990 6,496

宅地 ㎡ 97,342 2,367

田畑 ㎡ 530,939 4,129

山林・原野 ㎡

補償費 式 1 1,955

③間接経費 式 1 7,812 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 54,800

【単価等について】
○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用する
○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

国道17号 本庄道路・本庄道路（Ⅱ期）

参考様式１
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全事業　／　残事業

車線数 延長

4 13.1km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

km 13.1 2,900 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 14,050 路面補修、構造物の点検・補修等

式

16,950

■更新費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

式 1 8,318 構造物の更新

8,318

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

○更新費は、更新計画やこれまでの類似実績等から算出。

更新費

更新費合計

維持費

修繕費

その他

維持管理費合計

区分

路線名 箇所名

一般国道17号 本庄道路・本庄道路（Ⅱ期）

区分

参考様式２
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（新規事業採択時評価）

様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道17号 本庄道路（Ⅱ期） L=6.1km 二次改築 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

18,100～38,400 4 関東地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 更新費 合　　計

基 準 年 令和３年度

単純合計 277億円 76億円 352億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

204億円 20億円 225億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 令和３年度

供 用 年 令和１６年度

単年便益
（初年便益）

42億円 2.2億円 0.78億円 45億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

531億円 28億円 9.4億円 569億円 

20



③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析

変動要因 基準値 変動ケース

交通量
18,100～38,400

（台/日）
±10%

事業費 277億円 ±10%

事業期間 12年 ±20%

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

2.4～2.6

2.3～2.8

2.2～2.6

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.5

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 344億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 9.7%
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交通状況の変化

事業名：本庄道路（Ⅱ期）　　　　　　　

（推計時点    R22年）

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

合計：2,413.8km 15,019.73 14,977.52 42.21

③その他道路　合計
2,396.1km

14,912.42 14,891.71

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

本庄妻沼
線

1.6km
②-4

8,900 6,700

3 3

5.96 3.78

14,400 11,600

4 4

9.59 6.53

②主な周

辺道路※4

国道17号
5.0km
②-1

23,500 17,300

16 10

70.07 33.89

勅使河原
本庄線
3.0km
②-2

16,500 12,900

8 6

21.70 12.84

藤岡本庄
線

2.0km
②-3

①新設・改築道路
6.1km

－ 26,500

－ 6

－ 28.76

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）

17

17 462

354

254

17

②主な周辺道路

勅使河原本庄線

②主な周辺道路

藤岡本庄線

②主な周辺道路

本庄妻沼線

②主な周辺道路

国道17号
17

①新設・改築道路

本庄道路（Ⅱ期）

延長6.1km

【新規事業化】

凡 例

高速道路
国道
主要地方道・県道

本庄市

伊勢崎市

大田市

深谷市

美里町

上里町

藤岡市

玉村町
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車線数 延長

4 6.1km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額
（百万円）

備考（記載例）

①工事費 20,812

改良費 10,836

土工 ｍ3 520,814 5,932 切土(13,361m3)、盛土(507,453m3)

軟弱地盤改良工 ｍ3 124,200 1,076

法面工 ㎡ 72,304 258 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 229 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁等

函渠工 ｍ 250 1,232

管渠工 m 610 105

排水工 式 1 970

中央分離帯工 m 6,220 161

雑工 式 1 596

植樹帯工 m 12,440 277

橋梁費 3,082

100m以上 式 1 1,530

100m未満 式 1 1,062

護岸工 式 1 266

立体横断施設工 式 1 98

付帯架設 式 1 126

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費

ＩＣ 箇所

ＪＣＴ 箇所

舗装費 2,062

車道舗装 ㎡ 105,740 1,837

歩道舗装 ㎡ 37,320 225

付帯施設費 4,497

交通管理施設工 式 1 251 標識工、防護柵工、道路照明等

遮音壁 式 1 482

仮設工 式 1 1,079

貯留施設 式 1 417

電線共同溝 km 1 2,268

埋蔵文化財調査費 336

調査費 式 1 336

②用地及補償費 4,907

用地費 ㎡ 367,291 4,242

宅地 ㎡ 71,832 1,997

田畑 ㎡ 295,459 2,245

山林・原野 ㎡

補償費 式 1 665

③間接経費 式 1 4,281 地質調査、測量、設計にかかる費用等

③調査設計費 式 1 1,286 （①+②）×5.0%

④間接費 式 1 257 （①+②）×1.0%

⑤予備費 式 1 2,737 （①+②+③+④）×10.0% ＋端数処理

事業費合計 30,000

【単価等について】

○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用する

○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道17号 本庄道路（Ⅱ期）

参考様式１
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全事業　／　残事業

車線数 延長

4 6.1km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

km 6.1 1,350 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 7,000 路面補修、構造物の点検・補修等

式

8,350

■更新費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

式 構造物の更新

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

○更新費は、更新計画やこれまでの類似実績等から算出。

更新費

更新費合計

維持費

修繕費

その他

維持管理費合計

区分

路線名 箇所名

一般国道17号 本庄道路（Ⅱ期）

区分

参考様式２
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